
紋別市地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

・利便性が高い持続可能な公共交通の構築と安定的な路線の確保・維持を目指す。
・上藻別線の一部の区間に予約制を導入し、コストの削減と共に地域内をカバーする効率的な
運行を実施する。

・南循環線目標値（利用者数） 53.2人／日
・北循環線目標値（利用者数） 53.8人／日
・上藻別デマンド線目標値（利用者数）7.5人／日

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標

①平成28年6月14日 平成28年度第1回協議会

･H27年度事業、決算報告、H28年度事業計画、予算

･南が丘町7丁目地域バス停設置要望に係る上藻別線一部変更に

ついて 他

②平成29年1月18日 平成28年度第2回協議会

･地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 他

③平成29年6月30日 平成29年度第1回協議会（書面）

･H28年度事業、決算報告、H29年度事業計画、予算

･商店街連携活性化事業(バスに乗って乗ってキャンペーン)に

ついて 他

④平成29年8月29日 平成29年度第2回協議会

･平成30年度地域内フィーダー系統確保維持計画について他

⑤平成30年1月19日 平成29年度第3回協議会

･地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 他

平成２９年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

紋別市では、公共交通を取り巻く問題、課題解決のため、平成21年2月に「紋別市地域公共交

通総合連携計画」を策定し、サービス水準を維持したまま、効率的で継続可能な地域交通体系の

構築を目指している。

連携計画では「バス路線網の再編・公共交通空白地帯の対策の推進」に係る事業を行うことと

し、その一事業として、放物線上に延びていた市内4路線を2つの循環線（北循環線・南循環線）

に統合・再編し、平成23年度から本格運行を開始している。上藻別線は、少人数の需要に効率的

な運行方法として、平成24年度から一部区間を予約制により本格運行している。

上記路線は、地域間幹線系統の5路線（上渚滑線、滝上線、遠軽線、興部線、雄武線）と紋別

バスターミナルを共有し、乗継の際の割引や高齢者等に対するバス料金の助成を行うなどフィー

ダー線と地域間幹線を一体化した公共交通ネットワークを構築している。

今後も人口減少や超高齢化社会への対応に向け、効率的で利便性が高い持続可能な公共交通の

構築が求められている。

また、商店街連携イベントを行うことでの中心市街地の活性化や、運転免許証自主返納者への

バス券の付与等を行うことでの交通安全面への寄与など、今後も公共交通に対しての期待や利用

拡大が求められている。

地域公共交通の現況

･地域間幹線系統
（上渚滑線、滝上線、遠軽線、興部線、雄武線）

･都市間バス
（紋別～旭川、紋別～札幌）

･スクールバス
（中渚滑エリア、小向エリア、沼の上エリア、宇津々エリア、
藻別エリア、上渚滑エリア、中立牛エリア）

･市内循環線～南循環線①(高校～紋別ＢＴ～高校)／南循環線②(高校～紋別ＢＴ～高校)／北循環線(サッポロＤＳ～紋別ＢＴ～サッポロＤＳ)／

北循環線②(サッポロＤＳ～紋別ＢＴ～高校)／北循環線③(紋別ＢＴ～大日寺前～サッポロＤＳ)

･上藻別デマンド線～①(駅逓～元紋別～紋別ＢＴ)／②(駅逓～紋別ＢＴ～公住前)／③(公住前～紋別ＢＴ～駅逓)



平成２９年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・前年度、停留所設置要望のあった地域において、バスの利用者ニーズを把握するため、市とバス事業者の職員が直接、戸別訪問調査を行ない、内容を分析
し、その必要性と費用対効果を鑑み、協議会の承認を受け、平成28年10月1日より、バス停位置・時刻表の一部変更等を行った。
・「バスの乗り方教室」（市民組織「乗ろうよバスの会」主催、当協議会後援）をイベント会場等で実施し、参加者にバスの利用方法等を学んでもらい、利用促進を
図った。
・運転免許証を自主返納された方用に割安定期券の販売を実施したほか、会員特典としてバス券1,200円分が付与される｢乗ろうよバスの会｣ の入会金を初
年度のみ当協議会が負担し、新規バス利用者の獲得に努めた。
・商店街との連携イベント「バスに乗って乗ってキャンペーン」（バス事業者主催、商店街・市共催、当協議会後援）を実施し、バス利用者を中心商店街へ誘導し
住民の外出機会の増加に努めた。

２

２）運行系統

南循環線 路線図 北循環線 路線図 上藻別デマンド線 路線図



３）利用実績
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４）収入実績
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・南循環線目標値53.2人/日に対し、実績は55.3人/日となり､＋2.1人/日、目標値
を上回り、前年対比についても＋0.4人/日の増となる。
目標値は、沿線人口の減少と、南循環線地域から移転した広域紋別病院への通院
利用者の増を努力値として考慮し設定したところだが、沿線人口減が抑えられ、
＋0.5人/日となった事に加え、通院利用者の増などにより＋1.6人/日の利用があ
り、目標値を上回る結果となった｡

・北循環線目標値53.8人/日に対し、実績は55.4人/日となり､＋1.6人/日、目標値
を上回り、前年対比についても＋2.0人/日の増となる。
目標値は、地域内に新設した広域紋別病院への利便性向上による通院利用の増を
努力値として設定したところだが、通院利用だけではなく、通学や買物など多様
な目的で＋1.6人/日の利用があり、目標値を上回る結果となった｡

・上藻別デマンド線目標値7.5人/日に対し、実績は7.7人/日となり、＋0.2人/日、
目標値を上回り、前年対比についても＋0.7人/日の増となる。
目標値は、沿線人口の減少と、要望地域にて経路変更やバス停を新設することに
よる利用者増を努力値として設定したところだが、沿線の人口減少が進んだ事に
より、－0.2人/日と減少したものの、バス停新設等の影響で＋0.4人/日の利用が
あり、目標値を上回る結果となった｡

・商店街連携イベントの目標値と実績値について
目標値：参加店舗数53店舗、利用券3,935枚、参加者数1,381人
実績値：参加店舗数55店舗、利用券2,375枚、参加者数1,640人

参加店舗と参加者数は増加しているものの利用券数が目標を下回る結果となる。
目標値については、前年度の数字を元に算出しているが、前年度、１店舗の特典
に人気が集まり、利用券のみが大幅に増加したことで目標値が過大になり、利用
券のみが目標値を下回る結果となった｡

・収支の改善に努め、利用者増加へのソフト事業を行うとともに、効率的で利便性
の高い地域内公共交通の確保・維持を進めており、これまでの利用実績は、概ね
順調に推移している。

５

７）事業の今後の改善点

・今後も路線の維持に向け、利用者ニーズを的確に捉え、バス事業者と緊密な連携
を図り、必要に応じて路線の見直しを行う。

・上藻別デマンド線については、健康プールステア経由の増便や観光施設までの時分
の変更などを行い、沿線地域住民や公共施設利用者、観光客などの利便性を向上
させ、利用促進を図る。

・バスの乗り方教室は、町内会や老人クラブなどへ広く周知を行い、市内で行われる
各種イベント等にて積極的に開催することで、身近な公共交通をより多くの市民に周
知し、利便性などの理解を図る。

・運転免許証自主返納者に割安の定期券販売や1,200円分のバス券が付与される
「乗ろうよバスの会」への初年度入会金を当協議会が負担し入会を促すことで、交通
事故の予防を行うとともに新規バス利用者の獲得を図る。

・商店街連携イベント「乗って乗ってキャンペーン」については、中心商店街と連携し、
イベントを実施することで、バス利用者を中心商店街へ誘導し、住民の外出機会を
作ることで、市内の活性化及びバス利用者の増加を図る。
また、キャンペーンをより良いものにするため、特典の研究など、商店街店主との協
議などを行う。

・新規バス利用者の増加を図るため、上記ソフト事業や利便性向上のためのＰＲを積
極的に行う。

（平成30年度分と併せて評価）

・計画に位置付けられたとおり、事業は適切に実施された。

８）地方運輸局における二次評価結果

５）事業実施の適切性

６）目標・効果達成状況


